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DOI (Digital Object Identifier) 

 識別子(doi name)をデジタルオブジェクトが存在するURLに変換するサービス 

 doi:10.1029/2012SW000785  

  http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1029/2012SW000785/abstract 
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doi:10.1029/ 

2012SW000785 

http://onlinelibrary.wiley

.com/doi/10.1029/2012

SW000785/abstract 

DOI URL 

http://dx.doi.org/ 

10.1029/2012SW000785 

URIとしてのDOI 

www.doi.orgで入力 



DOIの働きと仕組み (1) 

DOI name URL 

10.1029/2012SW000785 onlinelibrary.wiley.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 
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(3) http://onlinelibrary.wiley.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 

(4) http://onlinelibrary.wiley.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 

(1) http://dx.doi.org/10.1029/2012SW000785 

(2) 変換テーブル 

(5) デジタルオブジェクト 

DOIシステム サーバーA 

DOI-URL対応の登録 

onlinelibrary.wiley.com 



DOIの働きと仕組み (2) 

DOI name URL 

10.1029/2012SW000785 onlinelibrary.wiley.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 
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(3) http://newpublisher.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 

(4) http://newpublisher.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 

(1) http://dx.doi.org/10.1029/2012SW000785 

(2) 変換テーブル 

(5) デジタルオブジェクト 

DOIシステム サーバーA 

DOI-URL対応の登録 

サーバーB 

newpublisher.com/doi/ 

10.1029/2012SW000785/abstract 

onlinelibrary.wiley.com 

newpublisher.com 



DOIシステム 

 元々は出版社が識別子を共有するために作った制度。 

 これまでのものには、雑誌コード、CODEN, ISSNなど様々なものがある。 

 International DOI Foundation (IDF, 国際DOI財団)が運営するサービス。 

 本文到達性・・・Handle Systemを利用。 

 持続性・・・永続する管理、運営ルール。 

 一貫性・・・識別子が指すものの保証。 

 

 1990年代後半から、出版物に付与されはじめ、現在では4200社以上の出版社
が参加している。 

 AGUの雑誌では2002年ごろからDOIシステムに移行した。 

 

 ここ数年でデータに対してdoiを付与する重要性が議論されはじめ、すでに実際
に付与・公開されはじめている。 

6 



データベースにDOIを付与する重要性・メリット 

Data Publication 

 データ作成、データベース管理が一つの“Publication”という認識がなされる。 

 研究論文のReferenceとして、データベースのdoiを表示できる。 

 doiに対応するURLに、データに関連した情報(メタデータ)を表示しておける。 

 

Data Citation 

 データ利用者のメリット 

 データにアクセスしやすくなる。 

 結果の検証が行いやすくなり、研究の発展が期待される。 

 データ提供者のメリット 

 データの作成者、管理するデータセンターが分かりやすくなる。 

 引用doi数を統計処理することにより、データ作成やデータセンターの寄与を
明らかにできる。 

 データ作成やデータセンターの“visibility”, “professional recognition”, 

“reward”を向上させることになる。 

(研究者にとっての被論文数と同様の意義) 
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データへのDOI識別子の 

付与例 (1) 

 NASA/Earth Science Data 

and Information System 

 DataCiteのメンバー機関であ
るCalifornia Digital Libraryを
通して登録。 

 

 doi:10.5067/MEASURES/DMS

P-F8/SSMI/DATA301 

 http://ghrc.nsstc.nasa.gov/hydr

o/details.pl?ds=rssmif17d 

 

 データそのものではなく、メタ
データを掲載したLanding 

Pageへ。 

 DMSPのリモートセンシングデ
ータ、1日分解能、2006年12

月から現在まで。 
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データのアクセス先アドレス 

データ利用可能期間 



データへのDOI識別子の 

付与例 (2) 

 NASA/Earth Science Data 

and Information System 

 DataCiteのメンバー機関で
あるCalifornia Digital 

Libraryを通して登録。 

 

 doi:10.5067/MEASURES/GS

STF/DATA302 

 http://disc.gsfc.nasa.gov/data

collection/GSSTF_NCEP_3.h

tml 

 

 データそのものではなく、メ
タデータを掲載したLanding 

Pageへ。 

 気象の再解析データ、1日
分解能、1987年7月から
2009年1月まで。 
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データのアクセス先アドレス 

データ引用例 



データへのDOI識別子の 

付与例 (3) 

 PANGAEA (Data Publisher for 

Earth & Environmental Science) 

 WDC for Marine Environmental 

Sciencesが運営している。 

 

 doi:10.1594/PANGAEA.740068 

 http://doi.pangaea.de/10.1594/PA

NGAEA.740068 

 

 データ作成者・著者(Carcaillet)

によって投稿されたもの。 

 Data Publicationのページ。 

 データ作成の元論文の情報も
掲載されている。 

 赤道西太平洋における堆積層
の残留磁場とBe同位体の観測
結果。2003年に出版された
GRLの中で用いられたデータ。 
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データへのアクセス 

データ 

引用例 

データを用いた
元論文の情報 



データへのDOI識別子付与に関するその他の例 

 英文スタイルマニュアルの例 
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 データ引用(Data Citation)の実例 

Ball and Duke [2012] Westley and Dix [2008] 

(American Psychological Association) 

(Modern Language Association) 

ソリュートレ仮説(大西洋横断によるアメリ
カ大陸への人類の移動)を検証したもの。 



 Members (*は理事会役員) 

 設立メンバー・・・Elsevier*, John Wiley & Sons*, Springer SBM* 

 一般メンバー・・・EDP Sciences, Joint Information Systems Committee*, 

R. R. Bowker*, New England Journal of Medicine, Wolters Kluwer 

Health 

 Registration Agencies 

 9機関  (内、CrossRef, DataCite, Airiti, Inc., EIDR, ISTIC, OPは理事会役員) 
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International DOI Foundation, The DOI System 



Registry Agency (全9機関) 

 CrossRef・・・学術的・専門的な研究コンテンツ、学術論文・図書・学会抄録など、
引用リンクや検索可能なメタデータベース。 

 DataCite・・・データセットに関する学術基盤構築、データセンターやデータ保持機
関との協力。 

 Japan Link Center (JaLC)・・・日本における科学技術促進への情報サービス、
日本の英文学術雑誌のCrossRefへの登録、日本における国立研究機関・大学
が保持する科学メタデータやコンテンツ。 

 mEDRA・・・知的所有実体の関係追跡、タイムスタンプやデジタル署名の認定。 

 OP (Office des publications EU)・・・EU配下組織文章の公式出版。 

 EIDR・・・映画・テレビ番組・商業音声・映像。 

 CNKI (China National Knowledge Infrastructure)・・・中国の政治・経済・人文
科学・科学技術などの情報。 

 Airiti, Inc.・・・繁体中国語資料。 

 ISTIC (The Institute of Scientific and Technical Information of China)・・・中国
語学術雑誌・中国の科学データ。 
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Registry Agency, DOI-URL対応の登録 

 DOI-URL対応の登録は、IDFに対して直接行うのではなく、IDFから認定を受け
たRegistry Agencyに対して申請する。 
 

 Registry Agencyは現在9機関。 

 各々のRegistry Agencyには得意分野がある。 

 Registry Agencyは、doi prefixを割り当てる。doi suffixは利用機関が与える。 

 利用機関は、DOI-URL対応に加えて、メタデータも登録・管理する。 
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サーバーA 

DOI-URL対応の登録 

Registry Agency 

DOIシステム 

DOI-URL対応、メタデータの登録と管理 

doi prefixの付与 

doi suffixの
付与 

2012SW000785 

10.1029 

doi:10.1029/2012SW000785 ↔ http:…. 



登録に必要なメタデータ： DataCiteの例 

 データセンターはRegistry 

Agencyを通してDOI-URL対応と
メタデータを登録する。 

 DataCiteにおける登録の際に必
要なメタデータは、5個の必須項
目と13個の選択項目のみ。 

 2013年7月にMetadata Schema 

Version 3.0が公開された。 

 

 (このメタデータは、検索や
Registry Agency間での情報交換

に使われるものであり、データに
関する包括的なメタデータではな
い。) 

15 



Japan Link Center (JaLC) 

 国立国会図書館(NDL)、国立情報学研究所(NII)、科学技術振興機構(JST)、物
質・材料研究機構(NIMS)による共同運営として設立。 

 2011年3月15日にDOIのRA。 

 目的 

 国内文献のDOI付与の促進。国内学術コンテンツの国際的流通の促進。 

 国内ニーズによる多様なDOIの発行管理。 

 現状と今後 

 CrossRefへの国内学術論文の 

DOI登録を仲介。 

 学術論文以外の資料やデータに 

ついては模索中。 

(対象コンテンツの拡大検討分科会) 

 登録メタデータスキーマも未定。 
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日本のWDCの取組 

 WDC for Aurora (極地研), WDC for Geomagnetism (京大地磁気センター), 

WDC for Ionosphere and Space Weather (NICT)の3データセンターでデータ
ベースへのdoi付与について協議を開始している。 

 2013年8月に実務者会議を開催し、実働し始めた。 

 

Registry Agency 

 対象コンテンツの拡大についてJaLCと協同。 

 doi prefix(10.xxxx)は3データセンターで共有する。 

 

各データセンターのアクションアイテム 

 DOI-URLの登録と共に必要なメタデータの仮作成。 

   (DataCiteのメタデータスキーマを利用) 

 Landing Pageの仮作成。統一フォーマット、Webサーバーに関する検討。 
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Backup Slides 
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DOI付与に関するコスト 

 登録費用 

 JaLCの場合 

年会費：2万円-30万円 

DOI付与費：なし (会員区分により、登録上限数が異なる) 

 DataCite/TIBの場合 

年会費：150ユーロ 

DOI付与費：0.03-0.20ユーロ/1doi  

 実作業 

 メタデータ、Landing Page、DOI-URL対応を新たに作成する必要がある。 

 上記のメンテナンス。 

19 
JaLCでの登録費用 



CrossRef 

 非営利団体であるPILA(Publishers International Linking Association, Inc., 出
版社国際リンキング連盟)が運営にあたっているサービス名。 

1999年12月設立。DOIのRA。 

 目的 

 複数出版社の電子化されたジャーナルを横断するリンキング・システムを構
築する。 

 組織 

 Board Member・・・約16名 (ほぼ出版社、AIP, Elsevier, IEEE, Wiley, 

Nature, Springer, World Scientific Publishing・・・) 

 出版社約4200社、図書館約1900館。 

 

 最近のニュース 

 約6000万DOIリンク 

 FundRefの立ち上げ・・・研究助成機関名 

を統一し学術論文への助成番号記載の 

標準化を図る。2013年5月開始。 

(+NASA, NSF, DoE) 
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DataCite 

 非営利団体。2009年12月1日設立。DOIのRA。 

 目的 

 インターネット上の研究データへの簡便なアクセスを実現。 

 データを、学術記録に対する適切で引用可能な媒体として認知。 

 再検証と再利用のためにデータをアーカイブすることをサポート。 

 組織 

 Board Member・・・5名 (英国、カナダ、米国、スイス、ドイツの図書・情報研
究機関の長) 

 Managing Agent・・・German National Library of Science and 

Technology (TIB) 

 Member [17機関] & Associate Member [5機関] 
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DataCiteのメンバー機関 

 メンバー機関・・・欧州[11]、北米[4]、アジア-オセアニア[2] 

 準メンバー機関・・・欧州[1]、北米[2]、アジア-オセアニア[2] 

 

22 



WDS/SCでの議論 

 2012年11月に台湾で開催された第7回WDS-SC会議において、Data 

Publication and Curation Servicesについて議論された。 

 Data Publication Working Groupの設置。 

 目的 

 データセンター間で「データ出版」という概念を 

促進・認知させる。 

 出版社、書誌情報サービス関係者の間でも 

「データ出版」という概念を促進・認知させる。 

 学術出版の一部として「データ出版」を認知させる。 

 議題 (3-4年かけて議論していく) 

 データ出版における、データの品質保証・コント 

ロール、査読など。 

 データの引用方法(引用情報、粒度、識別子) 。 

 データ横断検索などのサービス。 

 データ出版にかかるコスト。 

 第8回WDS-SC会議(2013年4月、パリ) 

 第9回WDS-SC会議(2013年10月、東京) 

 Webinar(2013年9月9日、10月1日?) 
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国内WDSのデータに対するDOI付与？ 

 そもそも、WDSとしてdoiを採用するかどうかは、まだ未定。 

 de facto standardとして、doiが使われる可能性は高い。 

 JaLC経由で？(データ登録受付の見込みは？) ダメなら、DataCite経由で？ 

 費用負担の可能性がある。 

 JaLCの場合 

年会費：2万円-30万円 

DOI付与費：なし (会員区分により、登録上限数が異なる) 

 DataCite/TIBの場合 

年会費：150ユーロ 

DOI付与費：0.03-0.20ユーロ/1doi  

 メタデータ、Landing Pageを新たに作成する必要がある。 

 DOI-URL対応をメンテナンスする手間が新たに発生。 

 一つのdoiに対するデータの粒度は？ 

 ユーザーへの周知活動、データ引用文化の定着 

 ユーザーのメリットは？ 

24 


